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プロフィール　BRIAN LEE（リー・ブライアン）
24歳　アメリカ（ロサンゼルス）出身
言語：英語、中国語、日本語、台湾（福建）語
趣味：音楽、ホラーゲーム、バレーボール
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自然の恵みは、一度消費してしまえば終わりという使い捨ての資源
ではなく、繰り返し利用ができる持続可能な資源です。
特に「里山の維持再生ゾーン」は、日々の生活にやすらぎを与える景

観の形成や、生き物観察や野外学習などの楽しみを提供する場として
も、その価値が見直されています。
そこで、この里地里山の景観再生と生物多様性の保全を目的とし

て、「生物多様性木津川市地域連携保全活動計画～みもろつく鹿背山
再生プラン～」を策定しました。
この計画は、市内の図書館に配架しているほか、市ホームページに

掲載しています。ぜひ、ご覧ください。

あなたが暮らす居住地のすぐそばに里地里山があることをご存じですか。
市では、鹿背山地域にある学研木津北地区において、里地里山の景観再生と生物多様性を保全する「里地里山の維持

再生ゾーン」の実現に向け取組みを進めています。
この取組みを皆さんに紹介するため、2012年5月から「さとやま通信」の掲載をしています。今回は、皆さんに里地里

山の素晴らしさをもっと知っていただくため、この２年を振り返ってみます。
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しかしながら、自然の恵みを必要としないライフスタイ
ルへと変わったことで、人間が里地里山から遠ざかり、森の
砂漠化（※）が起きています。　
また、植生が変化し、竹林が侵食するなど、荒廃が進んで

います。
さらに、里地里山の環境は、安心・安全な暮らしにも大き

く関わっており、適切に管理しないと土砂災害をもたらすこ
とや、洪水・渇水などの要因となることが分かってきました。
※手入れがなく、下草が生えず、表土が流され、雨水を貯える力

　が弱まった森林のこと。

これまでの里地里山
潤いのある暮らしの危機

お金では買えない価値

このまちでの暮らしをもっと楽しもう！このまちでの暮らしをもっと楽しもう！このまちでの暮らしをもっと楽しもう！このまちでの暮らしをもっと楽しもう！

家庭で使う薪や炭、山菜などの食料、きれいな飲
み水、そして水田や畑など古くから里地里山は人々
の生活になくてはならないものでした。
また、里地里山には、多様な動植物が生息・生育

し、人間も含めて、全ての生物が生活しやすい環境
でした。
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子や孫の未来のために、古くから日常の風景だった

　　　　　里地里山という財産を引き継いでいきたいものです。
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鹿背山の柿を育てるネットワーク

鹿背山といえば、柿。その柿の木
1000本を育てています。秋には毎年
絶品の柿が味わえますよ！

■主な活動日：春(剪定)・秋(収穫)【不定期】
■連絡先：☎72-2704（松岡）

木津の文化財と緑を守る会

木津にはまだまだ知られざる歴
史があります。その歴史を調べ、文化
財を守っていく活動をしています。

■主な活動日：主な活動日：月２回程度（11月～6月）
■HP： http://kizu1978.info/
■連絡先：Fax72-0014（岩井）

京都発・竹・流域環境ネット

放置竹林を整備し、切り出した竹
を活用することで、地区の自然環境
を守る活動をしています。

■主な活動日：9月～5月の平日
■HP：http://www.kyoto-takenet.org
■連絡先：☎090-5057-3780（吉田）

五月病とビーチボディ
  五月になりました！最近の昼間は暖かく、夜は少しひん
やりと、南カリフォルニアの典型的な天候に似ていて、私
は南カリフォルニアが恋しくなります。
　「ありがとう。でも私は『ビーチボディ』のためにダイ
エット中なの。」春のある日、私は友達にポテトチップス
をすすめたら、こういう風に断られました。アメリカでは
「運動する」を新年の目標にする人が多く、皆は夏にかっ
こよく「ビーチボディ」や「サマーボディ」を自慢したい
ので、夏に近づくと、本気で体づくりをします。
　日本では、「五月病」というものがあるようですね。五
月病の対策法の一つは体を動かすことです。家でできる筋
トレをインターネットで調べて、運動計画を立てましょ
う。スクワットやカーフレイズ（つま先立ち運動）など、
お風呂に入る前に簡単にできることから始めましょう。
　夏まであと約2カ月、

五月病に負けずに、五月はＧＯ、勝つ！

五月病和夏天的身材
　五月来了！最近白天暖和，晚上稍凉的天气和美国加州南
部的典型的天气相似，不禁让我怀念美国南加。
　“不了，谢谢。我最近在为夏天的身材努力！”这个春天
的某日，我朋友拒绝了我的薯片。我以前提到，许多美国人
在新年时会希望自己新的一年多运动。当夏季渐渐来临，大
家就开始认真的运动，好让自己能在夏天有自信的展现好身
材。
　在日本有一种叫“五月病”的适应问题。在春假黄金周
後，许多职场新人与大学生会患五月病。运动是对抗五月病
的好方法之一。你可以在网路上搜寻在家就能做的肌力训

练，开始你的运动计画。你可以从踮脚或跨步等洗澡前可以
做的简单运动开始。
　距春天结束还有约两个月，希望大家都春春欲动。

May Disease and Beach Body
　It’s May! Recently it’s warm during the day and just 
slightly chilly at night; it feels a lot like Southern Califor-
nia, which makes me miss Socal a lot.
　“Thanks, but I can’t have that because I’m trying to get 
my beach bod ready,”said my friend when I offered some 
of my potato chips. As I mentioned before, getting fit is a 
popular New Year’s resolution in the US. Wanting to show 
off their “summer bodies”and“beach bodies,”people start 
getting really serious about it as summer gets closer.
　Here in Japan, there is something called the “May 
disease”. After spring break (Golden Week), many are hit 
with May disease. A good way to combat May disease is 
exercise! Look up online for home gym exercise and start 
an exercise plan. You can start with something as easy as 
calf raises or lunges, just a couple of sets before you 
shower. 
　There are still about a month or two until summer. May 
the blues be gone!五月病：

五月に起こる適応障害。主な症状は抑
うつ、無気力、焦りなど。 May disease (gogatsu-byo):

An adjustment disorder that occurs in May. Symp-
toms include depression, lack of interest or motiva-
tion, and anxiety.

五月病〔ごがつびょう〕：
通常在五月发生的适应不良症。基本特
点是情绪低落，苦恼忧伤，兴趣索然。

「まったLEE・BRIAN」シリーズがついに始まります！
第1回目は、英語とユーモアを交えながら、MY・ホームタ
ウンであるアメリカと台湾を紹介したいと思います。

と き
ところ
対　象

定　員
申　込

問合せ

5月22日（木）　午後2時～3時30分
市役所4階「4－1 会議室」
市内にお住まいまたは通学している方
※イベントは主に日本語でおこないます。
20人（応募多数の場合抽選）
5月15日までに、メールまたはFaxに①参加者氏名、
②住所、③電話・Fax番号、④年齢を記入して、次へ。
学研企画課　☎75-1201　Fax 75-2701
Email: kikaku@city.kizugawa.lg.jp 　

国際交流・異文化講座

まったLEE・BRIANまったLEE・BRIANまったLEE・BRIANまったLEE・BRIAN

はじまるよ！

「お母さん
　　いつもありがとう」
「お母さん
　　いつもありがとう」
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鹿背山倶楽部は、里山大好き人間が集まり、自然
との触れ合いを大切にして、スローライフを実践し
ています。
親子を対象とした第２回「プチ里山農業体験」を

企画しました。
今では、懐かしい手植えの田植えや鎌での稲刈

りと稲架掛け、杵と石臼での餅つきを体験すること
ができます。普段体験できない、時間を過ごしてみ
ませんか。

ところ

対 象

定　員
参加費

申込・問合

その他

鹿背山倶楽部活動地（鹿背山中切川周辺）
※参加者には詳細地図を送付します。
小学生以上の家族連れで3回を通して参
加できる方
約10人（先着順）
ひと家族2,000円（3回分、ボランティア
保険代・通信費等含む）
※別途昼食代が必要です。
大人500円・子ども300円
5月16日までに、①代表者の住所・氏名・電
話番号②参加者全員の氏名・年齢・続柄を
E-mailでkaseyamaclub@gmail.comへ。

・各回ごとの申し込みはできません。
・参加の可否は後日、代表者に連絡します。

ところ

対 象
定　員
参加費
申込・問合

その他

鹿背山倶楽部活動地（鹿背山中切川周辺）
※参加者には詳細地図を送付します。
どなたでも参加できます。
約10人（先着順）
無料　※別途昼食代500円が必要です。
5月12日までに、住所・氏名・電話番号を
E-mailでkaseyamaclub@gmail.comへ。
参加の可否は後日、連絡します。

「プチ里山農業体験」 参加者募集
5月24日（土）の活動日に「1日里山農業体験（大

人の男女が対象）」の参加者を募集します。会員と一
緒に、いい汗をかいてみませんか。初めての方も大
歓迎です。

1日里山農業体験者募集
３回シリーズ

田植え   6月  7日（土）　午前10時～午後3時
稲刈り 10月25日（土）　午前10時～午後3時
餅つき 12月13日（土）　午前  9時～正午

第1回
第2回
第3回

●植樹のおまけ？
柿畑の一角にミカンの苗を植樹しました。苗は、うまく育てば3～4年後には実をつけるそうで、今後の活

動日には、その成長を観察する楽しみができました。植樹した場所では、野ウサギの糞がみつかり、畑の腐葉
土の中からカブトムシの幼虫をたくさん見つけることができました。

●里山遊びを満喫
子どもたちの最大の楽しみは、作業の合間の自由な遊び時間です。鹿背山元気プロジェクトの皆さんが

作ってくれた木や竹のブランコ、滑り台、シーソーなどの遊具をはじめ、山の斜面、小枝や落ち葉などあらゆ
るものがおもちゃとなり、活動地内を全力で走り回っていました。

こどもエコクラブでは、このほか春に鹿背山倶楽部の活動場所で水生生物観察会をおこなっています。学
研木津北地区で活動されている他の団体の協力を得て、子どもたちは、里山の自然のよさ、人が山の手入れ
をする大切さを学んでいます。

こどもエコクラブに興味のある方は、次へ問い合わせください。
 問合せ　リサイクル研修ステーション　☎75-2140
　　　　E-mail：kizugawa-res@city.kizugawa.lg.jp

●ウッドデッキを活用して
ウッドデッキには、自然と人を集める魅力があります。
デッキチェアに寝転んで、のんびり読書したり、子どもといっしょに遊ん

だり、活用法はいろいろあります。ウッドデッキは、いろんな場面で大活躍
です。そんなウッドデッキを、平成25年11月23日（土）と12月21日（土）の両
日で2基を制作しました。

●制作場所の選定が重要
ウッドデッキからの眺めをよくするため、周囲より高い場所で比較的平

らな場所を探し、足場の状態を確認します。ようやく見つけた制作場所に
は、大きなヤマザクラがあり、春には花見ができることを期待して制作に取
りかかりました。
骨組みが完成し、床板を並べるまでに3時間程度を要し、全ての作業が完

了するまでには5時間程度かかりました。

●オンリーワンのウッドデッキ
鹿背山元気プロジェクトは、環境教育学習にも取り組んでいることから、

活動地には、滑り台やハンモックなどの楽しい遊具があります。このウッド
デッキにも、子どもたちが興味を持つ工夫として、物見ハシゴも取り付けら
れました。でき上がった物見ハシゴは子どもたちに大人気で、夕方まで遊ぶ
子どももいました。
会員の中村さんは「里山は人の手を入れることで、楽しい場所になる。今

後も、里山の魅力を多くの方に情報発信し、子どもから大人まで誰もが楽し
める活動地にしたい」と話していました。

■ウッドデッキ制作【鹿背山元気プロジェクト】

■農業体験しませんか【鹿背山倶楽部】

●子どもたちへの環境学習として
こどもエコクラブは、年3回このゾーンで里山体験活動をおこなってお

り、去る2月23日（日）に、鹿背山元気プロジェクトの活動地で、そば団子汁
作りと果樹の植樹をおこないました。

●採れたての野菜の甘さを体験
そば団子汁作りのそば粉は、子どもたちが種まきをし、育てたものを使用

しました。野菜は、地元産にこだわり地元の「トントロリ農園」の有機栽培野
菜や花野果市のものを使用しました。はじめに、この農園の平林さんから
「今の時期は、花を咲かすために、力を蓄えていて野菜が甘くなっている」と
お話を聞き、採れたてのかぶ、ほうれん草をかじってその甘さを味わいまし
た。できた団子汁も野菜のうまみたっぷりで、子どもたちは何度もおかわり
していました。

■冬の里山体験活動【こどもエコクラブサポーターの会】

鹿背山元気プロジェクトにご興味のある方は、次へ問い合わせください。
 問合せ　鹿背山元気プロジェクト（担当：中村）
　　　　URL：http://kaseyama.blog.so-net.ne.jp
　　　　E-mail：nnnet@mbox.kyoto-inet.or.jp

は　ざ
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5月24日（土）の活動日に「1日里山農業体験（大
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●植樹のおまけ？
柿畑の一角にミカンの苗を植樹しました。苗は、うまく育てば3～4年後には実をつけるそうで、今後の活

動日には、その成長を観察する楽しみができました。植樹した場所では、野ウサギの糞がみつかり、畑の腐葉
土の中からカブトムシの幼虫をたくさん見つけることができました。

●里山遊びを満喫
子どもたちの最大の楽しみは、作業の合間の自由な遊び時間です。鹿背山元気プロジェクトの皆さんが

作ってくれた木や竹のブランコ、滑り台、シーソーなどの遊具をはじめ、山の斜面、小枝や落ち葉などあらゆ
るものがおもちゃとなり、活動地内を全力で走り回っていました。

こどもエコクラブでは、このほか春に鹿背山倶楽部の活動場所で水生生物観察会をおこなっています。学
研木津北地区で活動されている他の団体の協力を得て、子どもたちは、里山の自然のよさ、人が山の手入れ
をする大切さを学んでいます。

こどもエコクラブに興味のある方は、次へ問い合わせください。
 問合せ　リサイクル研修ステーション　☎75-2140
　　　　E-mail：kizugawa-res@city.kizugawa.lg.jp

●ウッドデッキを活用して
ウッドデッキには、自然と人を集める魅力があります。
デッキチェアに寝転んで、のんびり読書したり、子どもといっしょに遊ん

だり、活用法はいろいろあります。ウッドデッキは、いろんな場面で大活躍
です。そんなウッドデッキを、平成25年11月23日（土）と12月21日（土）の両
日で2基を制作しました。

●制作場所の選定が重要
ウッドデッキからの眺めをよくするため、周囲より高い場所で比較的平

らな場所を探し、足場の状態を確認します。ようやく見つけた制作場所に
は、大きなヤマザクラがあり、春には花見ができることを期待して制作に取
りかかりました。
骨組みが完成し、床板を並べるまでに3時間程度を要し、全ての作業が完

了するまでには5時間程度かかりました。

●オンリーワンのウッドデッキ
鹿背山元気プロジェクトは、環境教育学習にも取り組んでいることから、

活動地には、滑り台やハンモックなどの楽しい遊具があります。このウッド
デッキにも、子どもたちが興味を持つ工夫として、物見ハシゴも取り付けら
れました。でき上がった物見ハシゴは子どもたちに大人気で、夕方まで遊ぶ
子どももいました。
会員の中村さんは「里山は人の手を入れることで、楽しい場所になる。今

後も、里山の魅力を多くの方に情報発信し、子どもから大人まで誰もが楽し
める活動地にしたい」と話していました。

■ウッドデッキ制作【鹿背山元気プロジェクト】

■農業体験しませんか【鹿背山倶楽部】

●子どもたちへの環境学習として
こどもエコクラブは、年3回このゾーンで里山体験活動をおこなってお

り、去る2月23日（日）に、鹿背山元気プロジェクトの活動地で、そば団子汁
作りと果樹の植樹をおこないました。

●採れたての野菜の甘さを体験
そば団子汁作りのそば粉は、子どもたちが種まきをし、育てたものを使用

しました。野菜は、地元産にこだわり地元の「トントロリ農園」の有機栽培野
菜や花野果市のものを使用しました。はじめに、この農園の平林さんから
「今の時期は、花を咲かすために、力を蓄えていて野菜が甘くなっている」と
お話を聞き、採れたてのかぶ、ほうれん草をかじってその甘さを味わいまし
た。できた団子汁も野菜のうまみたっぷりで、子どもたちは何度もおかわり
していました。

■冬の里山体験活動【こどもエコクラブサポーターの会】

鹿背山元気プロジェクトにご興味のある方は、次へ問い合わせください。
 問合せ　鹿背山元気プロジェクト（担当：中村）
　　　　URL：http://kaseyama.blog.so-net.ne.jp
　　　　E-mail：nnnet@mbox.kyoto-inet.or.jp
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